
2004年度 Ｆ基礎統計 学期末試験問題（７月２３日実施、担当倉田） 
注意事項 
１．解答に至るプロセスを記述すること。 
２．電卓のみ持ち込み可。関数電卓も認めるが、関数計算機能やプログラミング機能を道いてはな

らない。 
３．数表は本頁と裏頁にある。 
４．計算過程で小数が現れた場合は適当に四捨五入してよい。 
５．自然対数の底 eが必要なときは、e=2.7 で計算してよい。 
 
[問一]以下の各問に答えよ。 
（１） 確率変数Ｘは正規分布Ｎ（50,100）に従うものとする。確立（ⅰ）Ｐ（70≤Ｘ）、（ⅱ）Ｐ

（40≤Ｘ≤60）、（ⅲ）Ｐ（Ｘ≤55）をそれぞれ求めよ。 
（２） 出生男児の体重は、平均 3.2Kg、標準偏差は 0.4Kg の正規分布に従うとする。16 人の出生

男児を無作為に選ぶとき、16 人の体重の平均が 3.35Kg 以下となる確率を求めよ。 
（３） 確立偏差Ｘは、Ｐ（Ｘ＝ｘ）＝１/Ｎ（ｘ＝１，２、・・、Ｎ）なる確率分布に従うとものす

る。Ｘに期待値Ｅ（Ｘ）と分散Ｖ（Ｘ）を求めよ。 
 
[問二]以下の各問に答えよ。 
（１） 日本人の 30%はなんらかの宗教を信仰している。6 人の日本人に宗教を信仰しているか否

かを尋ね、信仰していると答える人数をＸとするとき、Ｘ＝2 である確立（Ｐ＝２）を求
めよ。 

（２） 日本人の 0.2%は自分を上流階級と考えている。1000 人の日本人に自分を上流階級と思う
か否かを尋ね、上流階級と答える人の人数をＸとするとき、Ｘ＝３である確立Ｐ（Ｘ＝３）

を求めよ。 
（３） 日本人の 60%は北枕を嫌う。団体旅行の添乗員が、宿泊先の都合上、客の誰かに北枕で寝

てもらうことを順順に頼まなければならない。Ｘ人目ではじめて北枕ＯＫの返事をもらえ

るとするとき、確立Ｐ（Ｘ≤3）を求めよ。 
 
[問三]以下の各門に答えよ。 
（１） コインを 10000 回投げるとき、表の出る回数が 4850 回以上でかつ 5150 回以下である事実

を 
（ⅰ）チェビシェフの不等式 
（ⅱ）中心極限定理 
をもちいてそれぞれ評価せよ。 

（２） ある種子の発芽率をｐとする、100 個の種子を観察したところ、発芽したものは 70 個であ
った。中心極限定理を用いてｐに関する信頼係数 0.95 の信頼区間を作れ。 

 
[問四]ある企業は、生産工程で必要となる工業原料をＡ社とＢ社から購入しているとする。A社 B
社から購入した工業原料の中からそれぞれ 10 袋を無作為に選び、一袋あたりの不純物混入率（％
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11 ,(),,  N ）からの無作為標本と仮定できるものとする。以下の各問に答えよ。計算過

程で小数が現れた場合は適当に四捨五入してよい。 
（１） Ａ社の母平均 1 に関する信頼係数 0.95 の信頼区間を作れ。 
（２） Ａ社の母平均

2
1 に関する信頼係数 0.95 の信頼区間を作れ。 

（３） 母分散に関して
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1   が成立するものとして、帰無仮説 210 :  H を対立仮説 11 : H

≠ 2 にたいして有意水準 0.05 で検定せよ。 

（４） 帰無仮説 210 :  H を対立仮説
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2

2
11 :  H にたいして有意水準 0.05 で検定せよ。 

 
[問五]50 組の父子の身長を計測したところ、( 11 , yx )……( 5050 , yx )なるデータが得られたものとす
る。ｘは父の身長、y は子供の身長とする。単位はｃｍである。このデータから以下のような数値
が得られたとする。 
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以下の各問に答えよ。計算過程で小数が現れた場合は適当に四捨五入なでをして良い。 
（１） 回帰直線 y=a+bx を計算せよ。 
（２） 回帰係数 b の値からどのようなことが分るか？ 
（３） 決定係数を計算せよ。 

 
 
 
 
注意 試験では、教科書の最後の部分にある統計数値表が配られます。 


